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Active IQ Unified Manager REST APIの使用を開始
する

Active IQ Unified Manager には、サポート対象のストレージシステム上のストレージリ
ソースを RESTful Web サービスインターフェイスを介して管理するための一連の API

が用意されており、サードパーティ製品との統合に使用できます。

これらのトピックでは、Unified Manager APIに関する情報、特定の問題を解決するためのサンプルワークフ
ロー、および一部のサンプルコードについて説明します。この情報を使用して、ネットアップシステムを管理
するためのネットアップ管理ソフトウェアソリューションを備えたRESTfulクライアントを作成できま
す。API は、 Representational State Transfer （ REST ）アーキテクチャスタイルに基づいています。Create

、 Read 、 Update 、 Delete （ CRUD とも呼ばれる）の 4 つすべての REST 処理がサポートされています。

このコンテンツの対象読者

ここでは、REST APIを使用してActive IQ Unified Manager ソフトウェアと連携するアプ
リケーションを作成する開発者を対象としています。

ストレージ管理者とストレージ設計者は、この情報を参照して、Unified Manager REST APIを使用してネッ
トアップストレージシステムを管理および監視するためのクライアントアプリケーションを構築する方法の基
本的な知識を得ることができます。

ストレージプロバイダ、ONTAP クラスタ、および管理APIを使用してストレージを管理する場合は、この情
報を使用する必要があります。

オペレータ、ストレージ管理者、またはアプリケーション管理者のいずれかのロールが割り当
てられている必要があります。REST API を実行する Unified Manager サーバの IP アドレスま
たは完全修飾ドメイン名を確認しておく必要があります。

Active IQ Unified Manager API アクセスおよびカテゴリ

Active IQ Unified Manager API を使用して、環境内のストレージオブジェクトを管理お
よびプロビジョニングできます。Unified Manager Web UI にアクセスして、これらの機
能の一部を実行することもできます。

REST API に直接アクセスするための URL の作成

REST API には、 Python 、 C# 、 C ｛ pp ｝ 、 JavaScript などのプログラミング言語を使用して直接アクセ
スできます。 など。以下の形式でホスト名または IP アドレスと URL を入力して、 REST API にアクセスし
ます

+ https://<hostname>/api+

デフォルトのポートは 443. です。環境に応じてポートを設定できます。
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オンラインの API ドキュメントページにアクセスする

製品に付属の _API Documentation_reference コンテンツページにアクセスして API ドキュメントを表示する
ことも、（ Swagger などのインターフェイス上の） API 呼び出しを手動で問題することもできます。このド
キュメントにアクセスするには、 * メニューバー * > * ヘルプボタン * > * API ドキュメント * をクリックしま
す

または、以下の形式でホスト名または IP アドレスと URL を入力して、 REST API ページにアクセスします

+ https://<hostname>/docs/api/+

カテゴリ

API 呼び出しは、領域またはカテゴリに基づいて機能的に分類されます。特定の API を検索するには、該当す
る API カテゴリをクリックします。

Unified Manager に付属の REST API を使用して、管理、監視、およびプロビジョニングの各機能を実行でき
ます。API は、次のカテゴリに分類されます。

• * データセンター *

このカテゴリには、 Work Flow Automation や Ansible などのツールを使用したデータセンターストレー
ジの管理と分析に役立つ API が含まれています。このカテゴリの REST API は、クラスタ、ノード、アグ
リゲート、ボリューム、 LUN 、 データセンター内のファイル共有、ネームスペース、その他の要素。

• * management-server *

「 management-server * 」カテゴリの API には、「 jobs’system''' および「 events 」という API が含まれ
ています。ジョブとは、 Unified Manager でのストレージオブジェクトまたはワークロードの管理に関連
して、非同期の実行がスケジュールされている処理のことです。「 events 」 API はデータセンターのイ
ベントを返し、「 system 」 API は Unified Manager インスタンスの詳細を返します。

• * ストレージ・プロバイダ *

このカテゴリには、ファイル共有、 LUN 、パフォーマンスサービスレベル、およびストレージ効率化ポ
リシーの管理とプロビジョニングに必要なすべてのプロビジョニング API が含まれています。また、アク
セスエンドポイントや Active Directory を設定したり、ストレージワークロードにパフォーマンスサービ
スレベルとストレージ効率化ポリシーを割り当てたりすることもできます。

• * 管理 *

このカテゴリには、バックアップの設定の維持、 Unified Manager データソースの信頼ストア証明書の表
示、 ONTAP クラスタを Unified Manager のデータソースとして管理するなどの管理タスクを実行するた
めに使用する API が含まれます。

• * ゲートウェイ *

Unified Manager では、ゲートウェイカテゴリの API を使用して ONTAP REST API を呼び出し、データ
センター内のストレージオブジェクトを管理できます。

• * セキュリティ *

このカテゴリには、 Unified Manager ユーザを管理するための API が含まれています。
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Active IQ Unified Manager で提供される REST サービス

Active IQ Unified Manager API の使用を開始する前に、提供される REST サービスと処
理について理解しておく必要があります。

API サーバの設定に使用されるプロビジョニング API と管理 API では、読み取り（ GET ）処理または書き込
み（ POST 、 PATCH 、 DELETE ）処理がサポートされます。API でサポートされる GET 、 PATCH 、
POST 、および DELETE 処理のいくつかの例を次に示します。

• GET の例 : 「 GET /datacenter /cluster/clusters 」では、データセンターのクラスタの詳細を取得しま
す。'get' 操作で返されるレコードの最大数は 1000 です

API を使用すると、レコードをサポートされている属性でフィルタ、ソート、および並べ替
えることができます。

• POST の例：「 POST/DataCenter /SVM/SVMs 」では、カスタムの Storage Virtual Machine （ SVM ）が
作成されます。

• PATCH の例：「 patch/datacenter /svm /SVM/{ key ｝ 」は、一意のキーを使用して SVM のプロパティを
変更します。

• 例：「 delete 」 / 「 storage-provider/access-endpoints / ｛ key ｝ 」と指定すると、一意のキーを使用し
て、 LUN 、 SVM 、またはファイル共有からアクセスエンドポイントが削除されます。

API を使用して実行できる REST 処理は、オペレータ、ストレージ管理者、またはアプリケーション管理者
ユーザのロールによって異なります。

ユーザロール サポートされている REST メソッド

演算子 データへの読み取り専用アクセス。このロールのユ
ーザは、すべての GET 要求を実行できます。

ストレージ管理者 すべてのデータへの読み取りアクセス。このロール
のユーザは、すべての GET 要求を実行できます。

また、管理、ストレージサービスオブジェクト、ス
トレージ管理オプションなどの特定のアクティビテ
ィを実行するための書き込みアクセス（ PATCH 、
POST 、および DELETE 要求を実行するため）が可
能です。

アプリケーション管理者 すべてのデータへの読み取りおよび書き込みアクセ
ス。このロールのユーザは、すべての機能に対する
GET 、 PATCH 、 POST 、および DELETE 要求を実
行できます。

すべての REST 処理の詳細については、 _ オンラインの API ドキュメントを参照してください。
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Active IQ Unified Manager の API バージョン

Active IQ Unified Manager の REST API URI には、バージョン番号が指定されます。た
とえば、「 /v2/dataCenter /SVM/SVM.` 」のように指定します 「 /v2/datacenter

/SVM/SVMs 」のバージョン番号「 v2 」は、特定のリリースで使用する API のバージョ
ンを示します。バージョン番号を指定することで、クライアントが処理可能な応答が返
されるため、 API の変更によるクライアントソフトウェアへの影響が最小限に抑えられ
ます。

このバージョン番号の数値部分は、リリースごとに増分されます。URI にバージョン番号を指定すると、今後
のリリースで下位互換性を維持するための一貫したインターフェイスが提供されます。また、バージョンを持
たないものと同じ API もあります。たとえば、「 /datacenter /SVM/SVMs 」は、バージョンを持たない基本
API を示します。ベース API は常に最新バージョンの API です。

Swagger インターフェイスの右上の領域で、使用する API のバージョンを選択できます。デフ
ォルトでは、最新バージョンが選択されています。特定の API について、 Unified Manager イ
ンスタンスで使用可能な（最も大きな数字の）最新バージョンを使用することを推奨します。

すべての要求に対して、使用する API バージョンを明示的に指定する必要があります。バージョン番号が指
定されている場合、アプリケーションが処理するように設計されていない応答要素は返されません。REST 要
求には、バージョンパラメータを含める必要があります。以前のバージョンの API は、数回のリリース後、
最終的に廃止されます。このリリースでは 'v1' バージョンの API は廃止されています

ONTAP のストレージリソース

ONTAP のストレージリソースは、 physical storage resources や _logical ストレージリ
ソースに大きく分類できます。 _ Active IQ Unified Manager で提供される API を使用し
て ONTAP システムを効率的に管理するには、ストレージリソースモデルおよびさまざ
まなストレージリソース間の関係を理解しておく必要があります。

• * 物理ストレージ・リソース *

ONTAP が提供する物理ストレージオブジェクトのことです。物理ストレージリソースには、ディスク、
クラスタ、ストレージコントローラ、ノード、およびアグリゲートがあります。

• * 論理ストレージ・リソース *

物理リソースに関連付けられていない、 ONTAP が提供するストレージリソースのことです。これらのリ
ソースは Storage Virtual Machine （ SVM 、旧 Vserver ）に関連付けられており、ディスク、アレイ LUN

、アグリゲートなどの特定の物理ストレージリソースには紐づけられていません。

論理ストレージリソースには、すべてのタイプのボリュームと qtree だけでなく、 Snapshot コピー、重
複排除、圧縮、クォータなど、これらのリソースで使用できる機能および設定も含まれます。

次の図は、 2 ノードクラスタのストレージリソースを示しています。
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